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　変位�[�に比例した，変位�[�と反対向きの復元力�) �N[�がはたらくとき，物体は

[ ��の点を振動中心として単振動をする。単振動の加速度は�D �
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　T　[��W�図をかき，関数を求めることもできる。この運動の�[��W�図は

　　＋FRV�型�となるから　[ 5FRV[W 5FRV)
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　　同様に，Y��W�図は

　　－�VLQ�型となるから　Y �5[VLQ[W

　T　[ 5FRV[W �を微分して

　　　　Y 
G[

GW
 �5[VLQ[W

　　　　D 
GY

GW
 �5 �[ FRV[W

���　運動エネルギーと弾性力による位置エネルギーの和，すなわち，力学的エネルギー

　は保存されるので，変位が最大��[ 
 5 �のときの弾性力による位置エネルギーの和を

　求めればよい。( 
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　T　[ ��のときの運動エネルギーを求めてもよい。
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�　����オ�　�振動中心の位置� �$�が受ける力の合力が���になる位置�

　　　　�カ�　�3�での力学的エネルギー���動摩擦力がした仕事� �振動中心での力学的

　　　　　エネルギー�

　　　　�キ�　�3�から�4�まで移動する時間� � �単振動の周期の�
�

�
�倍

　　　���　$�が左に進む場合と右に進む場合とで，振動の中心は異なるが，振動の周期

　　　　は同じである。
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　　水平方向の力を図示する。
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　�オ�　; [�O�とおくと�) �N;�となるので，)�は復元力である。よって，物体�$

　　は単振動と同じ運動をする。振動の中心は，合力 ��となる位置であるから
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　　に動摩擦力がした仕事は　�O �PJ��O �� �NO 　であるから，仕事とエネルギー

　　の関係��｢初めの力学的エネルギー�物体がされた仕事 終わりの力学的エネルギ
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����ク�　右向きに移動する場合，動摩擦力は

　　左向きとなるから，水平方向の力を図示して

　　　　合力 �N[�O �PJ �N[�NO
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　　これ以後は静止※'�※(�。よって，下図のようになる。
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　U　ばね振り子の振動の原因は弾性力で，重力，摩擦力などには無関係，どこで振

　　らせても��あらい水平面上，鉛直線上，斜面上，月面上など�，振動の中心は変わる

　　が，周期は同じである。また，弾性限界内ならば，周期は振幅の大きさには無関係

　　である。

�※$　｢初めの力学的エネルギー�物体がされた仕事 終わりの力学的エネルギー｣

　より　 N38 �: N48 　　よって　: N48 � N38  O N8

�※%　物体の位置�[�は，[!��として図をかくとわかりやすい。[���の場合は次図。
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�※&　右向きの加速度を�D�� �P� �V �とすると運動方程式は　PD �N;

　　よって　D �
N

P
;

　　D � �[ ;　と比べると��[ )
N

P

　　ゆえに　7 
�S

[
 �S)

P

N

�※'　運動のようすを示すと下図となる。
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�※(　物体が停止した後，物体には弾性力�NO�と静止摩擦力�I�がはたらき，つりあって

　静止を続ける。
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